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「β版」（ベータ版）のソフトウ

ェアはインターネットマガジンの付

録CD-ROMにも含まれていますので、

おなじみかもしれません。β版とは完成

する直前のソフトウェアのことで、開発

者がテストを行うために正式版の公開の

前にユーザーに広く配布するものです。

基本的に無償で配布されるのですが、ま

だ完成していないために若干のバグ（不

具合）が残っていることもあります。使

用するときにはユーザーはその点に注意

しなければなりません。

β版に対して「α版」（アルファ版）と

いうものがあります。これは正式版にな

るよりもかなり前の段階にあり、β版よ

りもバグが多く機能も少ないものです。

α版はたいてい開発している会社などの

少数の関係者の間でテストされるので、

一般のユーザーに渡ることはあまり多く

ないでしょう。通常はα版の次にβ版が

公開され、正式版となります。

バージョン番号の付け方ですが、特に

決まった規則はなく、メーカーごとに違

っています。一般的には、全面的な機能

の強化といった大きな変更があった場合

は「バージョン1.0」から「2.0」のよう

に数字の整数部分が変わります。バグの

修正などの小さな変更の場合は、「バージ

ョン1.01」から「1.02」のように小数点

以下の部分の数字が大きくなったり、ま

たは「バージョン1.0a」から「1.0b」の

ようにアルファベットで示したりします。

たとえば98年12月1日の時点の「ネッ

トスケープコミュニケーター日本語版」

の最新版は「4.06」で、1つ前のバージョ

ンは「4.05」です。電子メールソフト

「EUDORA PRO for Windows日本語版」

の最新版は「4.0.2」で、1つ前は「4.0.1」

でした。 （編集部）
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ヘッドライン

このコーナーでは、皆さん 
から寄せられたインターネットに関する質問や

疑問にお答えします。分からないことや疑問はどんなこと 
でもけっこうですので、編集部までお寄せください。 

メールアドレスは ip-faq@impress.co.jp です。 
なお、質問へのメールでの回答はできませんので 

ご了承ください。 
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雑誌などでソフトウェアの記事

を見ていると「α版」や「β版」とい

う記述をよく見ますが、これらの違い

は何ですか。またバージョン番号の付

け方に決まりはあるのでしょうか。

（石原さん）
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ソフトウェアの「α版」と「β版」

今 月 の 回 答 者
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ソフトウェアの「α版」と「β版」

海外送金の方法
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ェアの作者）の名前と住所などの必要事

項を記入します。そして発行してもらっ

た小切手を作者に郵送します。ただし発

行手数料は1件につき2,800円かかるの

で、小額のソフトウェアを購入するには

あまり向いていないかもしれません。

「Money Order」（国際郵便為替）は為

替貯金業務を扱っている郵便局で発行し

ています。こちらも窓口で申し込み用紙

をもらって必要事項を書きこみ、為替証

書を発行してもらいます。支払い先が米

国の場合は発行してもらった証書を自分

で作者に郵送する「証書交付扱い」が適

用できて、金額が10万円以下の場合の発

行手数料は1件につき500円です。支払い

先が米国以外の国の場合は、郵便局から

先方に為替証書を届けてもらう「証書送

達扱い」となり、こちらの手数料は1件に

つき1,000円となっています。

上記のいずれの場合も、ソフトウェア

の作者が代金の入金を確認ししだい登録

番号や解除キーを知らせてくれます。送金

を済ませたあとに「○月○日に、

×××××というソフトの代金△△ドル

をクレジットカード（もしくは小切手など）

で支払いました」という確認の電子メー

ルを送っておけば、より確実でしょう。

（編集部）

panda.co.jp/）、「Pipenet」（http://www.

pipenet.com/）などの送金代行サービス

で代金を支払えるソフトウェアもありま

す。こちらもクレジットカードで決済し

て、ユーザー登録などができます。

一部の海外ソフトウェアはニフティサ

ーブの「シェアウェア送金代行システム」

を利用して支払うこともできますし、米

国の「CompuServe」でも同様のサービ

スを行っています。これはパソコン通信

のサービス利用料と一緒にソフトウェア

の代金が引き落とされるサービスです。

ただしこのサービスはその会員でなけれ

ば受けられませんし、法人会員も対象か

ら除外されます。

さて、クレジットカードを使わないで

代金を支払う場合ですが、若干手続きが

複雑になってきます。

「Ordering By Check」、「Payment with

Check」と書いてある場合は、「小切手に

よる支払い」を意味します。小切手には

銀行が発行する「Bank Draft」（送金小切

手）と、郵便局が発行する「Money

Order」（国際郵便為替）があります。

「Bank Draft」（送金小切手）は外貨両

替などを行っている外国為替公認銀行で

発行してもらえます。銀行の窓口で申し

込み用紙をもらい、小切手の金額（現地

通貨での代金の金額）、受取人（シェアウ
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シェアウェアの代金の支払方法

は、それぞれのソフトによって異な

ります。支払い方法については「Read

Me」などの添付テキストやソフトウェア

の起動画面、ヘルプファイルなどに書い

てあるので、必ずそれを参照してくださ

い。ここでは一般的な方法と用語につい

て説明します。

「Credit Card Orders」、「Payment with

Credit Card」などと書いてある場合は、

クレジットカードで支払いができます。オ

ンライン注文専用のWWWページに住所

や名前、クレジットカード番号と有効期

限などを入力すると、作者の側でクレジ

ットカード会社と手続きを行うので比較

的簡単な方法といえるでしょう。利用で

きるカードの種類には制限がありますか

ら、まずWWWページやヘルプファイル

などで自分のカードが使えるかどうかを

確認してください。もしWWWページが

SSLなどで暗号化されていないようであ

れば、安全を期するためにFAXで同じ情

報を送ったほうがよいかもしれません。そ

の場合はFAX番号を電子メールで問い合

わせましょう。

また「Kagi」（http://www.kagi.com/）

や「Vectorシェアレジ」（http://www.

vector.co.jp/）、「P＆A」（http://www.

海外のシェアウェア作者に代金

を払いたいのですが、どんな方法が

あるのでしょうか。

（東京都 吉岡美津子さん）
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海外送金の方法

送金代行サービス「Kagi」
jhttp://www.kagi.com/

Money Order（国際郵便為替）

シェアウェアの支払い方法

■クレジットカードを持っている場合
・WWWからオンライン登録
・送金代行システムを利用
・パソコン通信の送金代行サービス

■クレジットカードを持っていない場合
・送金小切手
・国際郵便為替

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



プ」が中心となり、被災地とそれ以外の場

所を結ぶ試みの1つとして、生存者からの

情報を収集して配布するということを行

っています。生存者情報を集めるという

意味で、この実験を“I Am Alive.”の頭

文字をとって「IAA」と呼んでいます。

1996年からこれまでに3回、毎年1月

17日にインターネット災害訓練を行って

きました。そして、IAAのシステムはここ

で得られた成果を元に常時稼働されるよ

うになり、いざというときに備えるよう

になりました。また、被災地からインタ

ーネットにアクセスすることは困難であ

ることを前提に、電話やFAXによる情報

収集システムの構築、インターネット出

張所の設置技術の確立などを行ってきて

います。1999年も1月17日（日）に災害

訓練を行います。インターネット上での

実験とともに、神戸市中央区や明石市な

どに出張所を設置して情報収集の実験を

行います。みなさんも一度参加していた

だければと思います。

震災のときに電話が殺到してまったく

つながらなくなったという状況でもわか

るように、アクセスが集中すると破綻す

るようなシステムでは困るわけです。そ

うしたことが発生しないように工夫をし

ているのですが、それを実証する意味に

おいてもこの実験の大切さを理解してい

ただければと思います。 （砂原秀樹）

機能を十分に活かしきれなかった」とい

う反省をするに至りました。これは、「イ

ンターネットらしさ」ということにつき

るのですが、マスコミなどの他のメディ

アが行っていることをインターネットで

もやってみたということでしかなかった

ということなのです。

災害において必要とされる情報は、マ

スコミが流す一般的な情報ではなくて、

「被災地にいる個々の人々や被災地に関

係者のいる人々が知りたい情報、知らせ

たい情報」であるということに気づいた

のでした。そして、こうした個々の情報

を効果的に流通させることこそインター

ネットの最も得意とすることだったはず

なのです。

結局、いざ災害が発生してしまってか

らでは何かをやろうとしても、何をやれ

ばいいのか、どうすればいいのかといっ

たことがわからないのです。そして、た

とえこうしたことがわかったとしても、準

備もなしに役に立つ仕組みを提供するこ

とはできないわけです。

そこで、今後何か災害が発生したとき

に本当にインターネットを役に立てるた

めに技術を開発しておくとともに、いざ

というときに備えておこうということに

なったわけです。これが、「インターネッ

ト災害訓練」なのです。WIDEプロジェ

クトの「ライフラインワーキンググルー

1995年1月17日午前5時47分、

阪神地区を震度7の地震が襲いまし

た。私自身その瞬間を大阪で体験しまし

たが、被害の状況を見ながら「我々イン

ターネットに携わるものがここでできる

ことは何だろう」と考えていました。

現在の私たちの生活を支えているのは、

水道や電気、ガスなどのライフラインと

ともに情報が必要不可欠であることは誰

もが認めると思います。そういう意味で

インターネットもライフラインの1つとし

て役に立つのではないかと考えたわけで

す。そうした中で我々の仲間がテレビや

新聞で流される死亡者リストを見ていて、

「これをインターネットに掲載することが

できたとしたら、検索することが可能に

なるから役に立つのではないか」という

提案をし、関係各方面の協力を得て

WWWサイトに掲載したのです。

こうした活動とともに現場からの情報

発信などがマスコミなどに取り上げられ、

インターネットがこうした災害の中で役

に立つということが示されたと考えてい

たのでした。

しかし、それから半年ほどが経過して、

WIDEプロジェクトのメンバーとともに、

これらのことを再考する機会があり、「当

時実現できたことは、インターネットの
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「インターネット災害訓練」が

実施されていると知りました。いっ

たいどんな訓練を行っているのでしょ

うか。一般の人も参加できるのですか。

（新潟県 後藤さん）
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IAAホームページj http://www.iaa.wide.ad.jp

電話やFAX、インターネットなどによって収集されたデータは、最寄りのデータベースに格納される。データベ
ースは相互にデータ交換して、どのデータベースにアクセスしてもすべての情報を参照できる。利用者は最寄り
のデータベースを参照して必要な情報を入手する

情報交換 

データ入力 データ検索 

被災地 
以外の人々 

被災地 
の人々 

インターネット 

電話 

FAX

生依存者データベース 

IAAシステムの仕組み
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